
学校番号 ４１６ 

 

令和 3年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 第３学年 

LANDMARK 

Fit English CommunicationⅢ 

予習・完成ノート 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語の「話すこと（やり取り･発表）」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」の４技能（５領域）の力を伸ばしていく授

業です。英文を読み、社会問題、文化の違いなどを学んでください。３年生の教材になって、Reading Skill を意識して

取り組む問題が増えました。論理的にも英文を理解できるようにもしていきましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

○前もって準備した上で、ま

たは、準備していない状態で

も、教科書で学習した語句や

表現を使って、表現すること

ができる。 

○決まった表現や形式を用

いて、様々な情報を説明する

ことができる。 

・コミュ英Ⅲ 

(ペアワーク

などの活動へ

の取組状況や

発表、スピー

キングテスト

などで評価) 

○教科書で学習した語句や

表現、文法事項などの知識

を活用して、簡単な英文を

複数の文で書くことができ

る。 

○自分についての情報など

を複数の文で書くことがで

きる。 

・コミュ英Ⅲ 

・英作文 

(ペアワークな

どの活動への

取組状況やワ

ークシートな

どで評価) 

○ゆっくりはっきりと話

されれば、指示を理解す

ることができる。 

○ゆっくりはっきりと発

話される、教科書で学習

した語句や表現からなる

英文の内容を聞き取るこ

とができる。 

・コミュ英Ⅲ 

(ペアワークな

どの活動への

取組状況やワ

ークシート、

定期考査で評

価) 

○教科書で学習した語

句や表現を使って書か

れた文章や、身近なトピ

ックに関する文章を、挿

絵や写真を参考にしな

くとも、理解することが

できる。 

○発音に注意しながら

読むことができる。 

・コミュ英Ⅲ 

(ペアワーク

などの活動へ

の取組状況や

定期考査で評

価) 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関

心をもち，積極的に言語活

動を行い，コミュニケーシ

ョンを図ろうとする。 

外国語で話したり書いた

りして，情報や考えなどを

適切に伝えている。 

外国語を聞いたり読んだ

りして，情報や考えなどを

的確に理解している。 

外国語の学習を通して，言

語やその運用についての

知識を身につけていると

ともに，その背景にある文

化などを理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ９時間) 

Emperor 

Penguins 

コウテイペン
ギンの身体的
特徴や能力、
生息場所につ
い て 理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

コウテイペンギンの
身体的特徴や能力に
ついて関心を持って
読もうとして 

いる。 

 

コウテイペンギンの 

身体的特徴や能力、生 

息場所について読み 

取り、その内容につい 

てやりとりをする。 

テコウテイペンギ 

ンの身体的特徴や 

能力、生息場所につ 

いてお互いに協力 

しながら意欲的に 

意見交換している。 

ペアでの言語活動 

を観察する。 

発表またはワーク 

シートの提出。 

「外国語表現の能力」 

コウテイペンギンの
身体的特徴や能力、
生息場所について適
切な表現を用いて話
したり、書いたりす
ることができる。 

コウテイペンギンの
身体的特徴や能力、生
息場所について適切
な表現を学習し、話し
たり、書いたりする。 

コウテイペンギン
の身体的特徴や能
力、生息場所につい
て適切な表現を用
いて、話したり、書
いたりしている。 

課題で提出した英 

文や発表を評価す 

る。 

「外国語理解の能力」 

コウテイペンギンの
身体的特徴や能力、
生息場所について読
み取ることができ
る。 

コウテイペンギンの
身体的特徴や能力、生
息場所について読み
取る。 

コウテイペンギン
の身体的特徴や能
力、生息場所につい
て読み取ることが
できている。 

定期テストにおい
て、内容理解を問う
出題により、内容理
解が十分に出来て
いるか評価する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

本単元 （Emperor 

Penguins）の、新出単
語や学習した表現を
用いた文を作ること
ができる。 

本単元 （Emperor 

Penguins）の、新出単
語や学習した表現
につい 

て理解する 

本単元 （Emperor 

Penguins）の、新出
単語や学習した表
現について理解し、
読解ができる。 

定期テストの出題 

にて評価 

する。 

Lesson ２ 

( 12 時間) 

Caffeine 

カフェインの
日常的な使用
と効果、文化
の関わりを理
解する。 

カフェインの
健康被害の可
能性について
理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

カフェインの日常的
な使用と効果、文化
の関わりについて関
心を持って読もうと
して 

いる。 

 

カフェインの日常的 

な使用と効果、文化の 

関わりについて読み 

取り、その内容につい 

てやりとりをする。 

カフェインの日常 

的な使用と効果、文 

化の関わりについ 

て関心を持ち、ペア 

ワークでお互いに
協力しながら意欲
的に意見交換して
いる。 

ペアでの言語活動 

を観察する。 

発表またはワーク 

シートの提出。 

「外国語表現の能力」 

カフェインの日常的
な使用と効果、文化
の関わりについて適
切な表現を用いて話
したり、書いたりす
ることができる。 

カフェインの日常的
な使用と効果、文化の
関わりについて、適切
な表現を学習し、話し
たり、書いたりする。 

カフェインの日常
的な使用と効果、文
化の関わりについ
て適切な表現を用
いて、話したり、書
いたりしている。 

課題で提出した英 

文や発表を評価す 

る。 

「外国語理解の能力」 

カフェインの日常的
な使用と効果、文化
の関わりについて読
み取ることができ
る。 

カフェインの日常的
な使用と効果、文化の
関わりについて読み
取る。 

カフェインの日常
的な使用と効果、文
化の関わりついて
読み取ることがで
きている。 

定期テストにおい
て、内容理解を問う
出題により、内容理
解が十分に出来て
いるか評価する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

本単元 （ Caffeine ）

の、新出単語や学習
した表現を用いた文
を作ることができ
る。 

本単元 （ Caffeine ）

の、新出単語や学習
した表現につい 

て理解する 

本単元（ Caffeine ）

の、新出単語や学習
した表現について
理解し、読解ができ
る。 

定期テストの出題 

にて評価 

する。 



単元 

 

(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 12 時

間)Blood Is 

Blood 

当時の黒人差
別の実態や、
黒人差別と闘
うドルーの主
張 を 理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

当時の黒人差別の実 

態や、黒人差別と闘 

うドルーの主張につ 

いて関心を持って 

読もうとしている。 

当時の黒人差別の実
態や、黒人差別と闘
うドルーの主張に
ついて読み取り、 

その内容につい 

てやりとりをする。 

本文の話題に関心 

を持ち、ペアワーク 

でお互いに協力し 

ながら意欲的に意 

見交換している。 

ペアでの言語活動 

を観察する。 

発表またはワーク 

シートの提出。 

「外国語表現の能力」 

当時の黒人差別の実
態や、黒人差別と闘
うドルーの主張につ
いて適切な表現を用
いて話したり、書い
たりすることができ
る。 

当時の黒人差別の実
態や、黒人差別と闘う
ドルーの主張につい
て、適切な表現を学習
し、話したり、書いた
りする。 

当時の黒人差別の
実態や、黒人差別と
闘うドルーの主張
について適切な表
現を用いて、話した
り、書いたりしてい
る。 

課題で提出した英 

文や発表を評価す 

る。 

「外国語理解の能力」 

当時の黒人差別の実
態や、黒人差別と闘
うドルーの主張につ
いて的確に読み取る
ことができる。 

当時の黒人差別の実
態や、黒人差別と闘う
ドルーの主張につい
て読み取る。 

当時の黒人差別の
実態や、黒人差別と
闘うドルーの主張
について読み取る
ことができている。 

定期テストにおい
て、内容理解を問う
出題により、内容理
解が十分に出来て
いるか評価する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

本単元 （ Blood Is 

Blood ）の、新出単語
や学習した表現を用
いた文を作ることが
できる。 

本単元 （ Blood Is  

Blood ）の、新出単語 

や学習した表現につ 

いて理解する 

本単元 （ Blood Is 

Blood ）の、新出単
語や学習した表現
について理解し、読
解ができる。 

定期テストの出題 

にて評価する。 

Lesson ４ 

( 12 時間) 

Biomimetics 

 

バイオミメテ

ィクスとは何

かを理解し、

新幹線や注射

針に応用され

たバイオミメ

ティクスを理

解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

バイオミメティクや 

応用されたバイオミ 

メティクスについて
について関 

心を持って読もうと 

している。 

 

バイオミメティクや
応用されたバイオ
ミメティクスにつ
いてについてやり
とりをする。 

本文の話題に関心 

を持ち、ペアワーク 

でお互いに協力し 

ながら意欲的に意 

見交換している。 

ペアでの言語活動 

を観察する。 

発表またはワーク 

シートの提出。 

「外国語表現の能力」 

バイオミメティクや 

応用されたバイオミ 

メティクスについて
適切な表現を用いて
話したり、書いたり
することができる。 

バイオミメティクや 

応用されたバイオミ 

メティクスについて、
適切な表現を学習し、
話したり、書いたりす
る。 

バイオミメティク 

や応用されたバイ 

オミメティクスに 

ついて、適切な表現 

を用いて、話した 

り、書いたりしてい
る。 

課題で提出した英 

文や発表を評価す 

る。 

「外国語理解の能力」 

バイオミメティクや
応用されたバイオミ
メティクスについて
について的確に読み
取ることができる。 

バイオミメティクや
応用されたバイオミ
メティクスについて
について読み取る。 

バイオミメティク
や応用されたバ
イオミメティク
スについてにつ
いて的確に読み
取るこ 

とができている。 

定期テストにおい
て、内容理解を問う
出題により、内容理
解が十分に出来て
いるか評価する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

本単元  

（ Biomimetics 

）の、新出単語や学
習した表現を用いた
文を作ることができ
る。 

本単元  

（ Biomimetics 

Penguins）の、新出単
語や学習した表現
につい 

て理解する 

本単元 

（ Biomimetics 

）の、新出単語や学
習した表現につい
て理解し、読解がで
きる。 

定期テストの出題 

にて評価する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 16 時間) 

Communicatio 

n witouht 

Words 

コミュニケー

ションの７割

をボディーラ

ンゲージが占

めていること

や、国や文化

によって違う

ことを理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ボディーランゲージ 

について関心を持っ 

て読もうとしてい 

る。 

 

ボディーランゲージ
につ 

いて読み取り、その内 

容についてやりとり 

をする。 

本文の話題に関心 

を持ち、ペアワーク 

でお互いに協力し 

ながら意欲的に意 

見交換している、 

ペアでの言語活動 

を観察する。 

発表またはワーク 

シートの提出。 

「外国語表現の能力」 

ボディーランゲージ
について適切な表現
を用いて話したり、
書いたりすることが
できる。 

ボディーランゲージ
について、適切な表現
を学習し、話したり、
書いたりする。 

ボディーランゲー
ジについて適切な
表現を用いて、話し
たり、書いたりして
いる。 

課題で提出した英 

文や発表を評価す 

る。 

「外国語理解の能力」 

ボディーランゲージ
についての発表の概
要について的確に読
み取ることができ
る。 

ボディーランゲージ
について読み取る。 

ボディーランゲー
ジについての発表
の概要に読み取る
ことができている。 

定期テストにおい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解が十分に出
来ているか評価す
る。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

本単元  

（ Communicatio 
n witouht 

Words ）の、新出単語
や学習した表現を用
いた文を作ることが
できる。 

本単元  

（ Communicatio 

n witouht 

Words ）の、新出単語 

や学習した表現につ 

いて理解する 

本単元  

（ Communicatio 

n witouht 

Words ）の、新出単
語や学習した表現
について理解し、読
解ができる。 

定期テストの出題 

にて評価する。 


